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概要

本稿では国立情報学研究所が提供している科学研究費補助金データベースによる成果報告書、実績報告書を

元にした、研究者情報のブラウジングツールの開発について述べ、学術情報リンケージとの関わり、Webを

始めとするその他の情報源とのリンケージ・統合、および、今後の課題について議論する。

1 はじめに

近年の学術研究の興隆とともに、研究活動の活発

なやりとりが行われている。研究活動の主な成果は

研究発表、論文、著書、特許等の文献として公表さ

れ、その成果をさらに発展させた継続研究や発展的

研究がなされることで、その学術研究分野自体の

発展が加速される。また、これらの発展に欠かせな

い、人材の育成、研究資金助成等の活用も盛んにな

されている。

科学研究費補助金は日本における最大の学術研究

助成金であり、2006 年現在、文部科学省と日本学
術振興会がその審査、交付事業を行っている。

国立情報学研究所では、科学研究費補助金の採択

課題の基本データとともに、研究実績報告、研究成

果報告書の電子化とデータベース化を進め、2004
年 10 月から Web 上において成果物データベース
として公開し、無償で利用できるようになっている

[1]。以下、このデータベースを科研費 DBと呼ぶ。
この科研費 DBを使えば、ある研究者が交付を受
けた課題とその概要、時期、交付金額、その成果と

なった研究報告などの情報を閲覧できる。この科研

費 DB において研究者個人の情報を見る場合には、
研究者の氏名で検索し、その研究者が関わった研究

課題の情報を閲覧する形を取る。しかし、このアプ

ローチでは同姓同名の研究者が存在した場合に、複

数人の研究課題が混ざってしまう。そのため、その

把握に困難を生じたり、他の情報源との統合・比較

といったさらなるリンケージ・活用に障害となるこ

とがある。

そこで、筆者らは研究者の情報に着目し、その際、

科研費申請時に研究者に付与される研究者番号を

キーとすることにより、研究者個人の情報をまとめ

て提供できるようになり、、また、他の情報源とのリ

ンケージも合わせて行うことにより、より効果的な

情報提供が行えるものと考え、これら手法によるブ

ラウジングツールを試作した。まず、科研費 DBに
登録されている研究課題報告書のデータを、研究者

個人の情報をまとめる形で再編成し、ブラウジング

ツールとして一覧できるように改良したプロトタイ

プシステムを開発した。プロトタイプシステムにお

いては、基本的情報を提供するだけではなく、Web
等に存在する研究者情報とリンケージすることによ

り、これまでまとまった情報を入手できなかった研

究者情報について、様々な情報源からの内容を統合

し、その全体像が分かりやすいよう提示したり、一

部の情報については可視化を行うといった機能も盛

りこんだ。本稿ではこのプロトタイプシステムの詳

細および設計方針について報告するとともに、リン

ケージ手法、Web上の情報の統合手法、研究者情報



およびその学術コミュニケーションにおける意義に

ついて考察する。

1.1 関連研究

研究者情報の提供は、これまでにもいくつかのシ

ステム、サービス、研究などの形でなされてきてい

る。これらは、研究者情報サービスという形を取っ

たもの、Web における多様な情報を活用するもの
の 2つに大別される。本節ではそれらについて概説
する。

学術コミュニケーションにおける人材育成や研究

者同士による学術交流の観点から、その基本的な情

報として研究者情報を公開し、産学連携、研究交流

に活かしていくことが重要となっており、研究者情

報サービスはこの流れから提供されているものがあ

る。例えば、この趣旨で公開されているデータベー

スとして、研究開発支援総合ディレクトリ ReaD [2]
があり、調査票などによる登録に基づき、研究者の

氏名、所属組織、研究分野、研究歴、研究業績、メー

ルアドレス、ホームページなどの情報を登録、公開

している。研究者人材データベース JREC-IN[3]で
は研究者の求人、求職といった人材活用を主な対象

として、求職研究者による情報登録と提供が行われ

ている。

海外における例としては、DBLP Computer Sci-
ence Bibliography と呼ばれる計算機科学分野の論
文書誌情報のデータベースがよく知られている

[4][5]。DBLP では、計算機科学分野の主要な論文
誌、国際会議プロシーディングスに掲載された論文

の情報を元にした書誌データベースを構築し、それ

らの著者氏名を索引付けし、共著関係をキーとして

リンクすることにより、研究業績と共著者ネット

ワークのブラウジング機能を提供している。

他方では、現在のWeb環境の成熟とともに、研究
者自らが情報発信を行おうという動きも大きな流れ

として存在する。岡本 [6]は「研究の過程や成果を
公開する」ことの重要性について述べ、研究者個人

ホームページの活用事例とその情報発信ツールとし

ての可能性を示している。また、研究者本人がホー

ムページなどの形で提供する以外にも、所属組織や

学協会が作成する研究者総覧、研究者紹介といった

形で、研究者情報はその提供主体、提供の形態、場

所を問わず様々な形でオンラインで提供、発信され

ている。

このような Web 上の情報源は雑多であり、その
ままでは信頼ある情報源として活用したり、他の情

報源とリンケージするためには様々な単位での情

報の同定を必要とする。これらに対応する技術とし

て、Web 上の情報の自動抽出や自動分類といった
研究が盛んになされている [7][8]。これらの内、研
究者情報に焦点をあてているものとして、以下があ

る。松尾ら [9]は、Web上における氏名の共起情報
を元にした研究者コミュニティ内の人間関係の自動

抽出手法を提案している。Wang ら [10] はWeb 上
の研究者情報を網羅的に収集するための手法を提案

している。

2 研究者情報

学術情報の流通において、研究者の情報が必要さ

れる場面が多々生じる。必要とされる研究者情報と

は、典型的には以下のようなものが挙げられる。

• 氏名（例: 高久雅生; Masao Takaku）
• 年齢（例: 30）
• 所属、職位（例: 情報・システム研究機構;非常
勤研究員）

• 研究分野（例: 情報科学）
• 発表文献の一覧（例: 『科研費 DBにもとづく
研究者情報ブラウジングツール』(2006), ...）
• ホームページ、メールアドレス（例:
http://research.nii.ac.jp/˜masao/;
masao@nii.ac.jp）

• 研究歴、学歴、学位など

これらの情報を必要とするのは、一つには研究者自

身であり、自身の研究の広報・普及活動などに活用

したり、研究助成や所属組織内外の予算獲得におけ

る申請書・報告書といった様々な形で記載を要する

場面が多い。もう一方では、関連分野の研究者や、

当該研究者の実績を見てその評価を行いたい人事担

当者や評価担当者がこれらの情報を探し、これらの

情報を元にその研究内容の理解や、実績の把握を行



うことができる。

科研費 DBにおいては、研究者一人一人につき固
有の研究者番号が申請時に付与される枠組みがあ

り、報告書の基本データとの対応を取ることによ

り、上記の基本情報のうち、氏名、所属、職位、研

究分野、発表文献と、各課題との対応を得ることが

できる。さらに、研究者個人に留まらず、研究課題

に対する研究分担者の情報を合わせて得ることによ

り、それらの研究者間の関係を得ることができる。

一方、科研費報告書に記載されない情報について

は、科研費 DB データからだけでは得られないた
め、例えば研究者のホームページ等についての情報

は、別途 Web 上の情報源などを使って取得する必
要が出てくる。

3 研究者情報ブラウジングツール

本節では試作した研究者情報ブラウジングツール

について述べる。

研究者情報ブラウジングツールは、科研費 DBに
おける研究者情報を、研究者番号をキーとして抽出

し、さらにそれを、研究者個人という観点から並べ

かえ、課題報告書に記載された情報とその属性情報

とを相互にリンクした形で閲覧できるようにした

ツールである。また、Web上に存在する他の情報源
とも関連付けて表示できる機能もある。

本ツールの対象として扱うデータは科研費 DBの
データから取り出した情報の一部であり、102,506
人分の研究者情報が含まれている。これは、採択課

題の研究代表者だけでなく、その研究分担者として

研究者番号が付与されている者を含む人数である。

なお、これは主に 1985 年から 2004 年までの総数
290,456件の科研費採択課題の情報に基づくもので
あり、科研費助成金の採択を受けていない研究者は

含まれていない。また、報告書記載の発表文献総数

は 2,320,832件あり、このうち、後述の正規化処理
で重複を除くと 1,893,724件となる。
ブラウジングツールは、Perl言語によるWebベー
スのアプリケーションとして構築し、Sun Solaris
サーバの Apache HTTP サーバ上で CGI 環境で動
作する。

図 1 研究者情報表示画面

各研究者の情報ページとして、「安達淳（研究者

番号:80143551）」を例に取って説明する（図 1）。研
究者情報ページにはまず、研究者の基本的な属性で

ある氏名・所属・ホームページが表示される。その

下に、研究者の科研費補助金の取得状況と報告書記

載データに基づく研究発表の推移を示すグラフが

あり、さらにその下に、各研究課題の情報とその詳

細へのリンク、各研究報告書に記載されている研

究発表の情報が載せられている。また、右側のサイ

ドメニューには、外部情報源からの情報として、科

学技術振興財団が運営する研究者情報データベー

ス ReaD の当該研究者のページへのリンクがある。
さらにその下に、Web 検索エンジン Yahoo!におい
て当該研究者氏名で検索した結果を Yahoo! Search
Web Services [11]から取得しリンク表示している。
研究者の活動を時系列に沿って可視化する一手法

として、その年度毎の課題採用件数、報告書記載の



研究発表成果の累計をグラフにプロットし、表示し

ている。このプロットは X 軸に各年度を示し、Y
軸として、課題採用件数を度数分布（赤色）で示す

と同時に、各年の研究発表件数の累計を折れ線グラ

フ（緑色）として表示している。このプロットを見

ることにより、研究者の論文成果発表と科研費採択

課題それぞれの伸びや相関が一目で眺めることがで

き、また、経年的な推移を確認できる。

一方、こういった個々の研究者情報に辿りつくた

めのアクセス手段について、以下、簡単に説明する。

図 2にツールの初期画面を示す。

図 2 研究者情報ブラウジングツール初期画面

右側に常に表示されるサイドメニューとして、以

下の機能を用意している。

• Top: 初期画面へ戻るリンク
• Random: 登録されている研究者をランダムに
選択し、表示する機能

• 検索欄: 研究者番号もしくは氏名を入力して、
該当する研究者を検索・表示する機能

また、左側の欄には、氏名の読みの始めの音を 50
音順に並べ、その読みから始まる研究者の検索が行

えるようにしている。

氏名検索を行うと、その入力キーワードが氏名の

一部にマッチする研究者が表示される。読み、アル

ファベット表記が登録されている研究者について

は、これらを入力することでも検索できる。図 3に
検索キーワード「安達」で氏名検索した例を示す。

検索件数と同時に、個別研究者の氏名、研究者番号

が示され、各研究者情報のページへのリンクが張ら

れている。

また、個別の研究課題情報の閲覧もできる。図 4

図 3 研究者氏名検索結果画面

に研究課題の表示例を示す。研究課題に表示される

情報は、元の科研費 DB とほぼ同じで、研究課題
名、課題番号、研究代表者、キーワード、共同研究

者、研究の概要、発表報告文献などが表示されてい

る。このうち、研究代表者、研究分担者の個別研究

者は、各研究者用ページへのリンクとなっており、

それら研究者の情報へと辿れる。

図 4 研究課題情報表示画面

4 考察

4.1 リンケージ

3節で述べたように、本ブラウジングツールでは、
研究者情報ディレクトリ ReaDを外部情報源として
採用し、研究者情報を表示した際に、ReaDデータ



図 5 プロット例 1 図 6 プロット例 2 図 7 プロット例 3

ベース上の当該研究者の情報ページへのリンクを

張ったり、ホームページの情報を抽出して、ページ

内にリンク表示させたりする機能を設けた。また、

Web 上一般のサーチエンジンである Yahoo!に対し
て Web Services を経由して研究者氏名での検索を
行い、Web上に存在する当該研究者の情報を容易に
辿れるようにした。

これらのように、研究者情報をWeb上の情報源と
結び付けて表示することにより、その研究者につい

ての様々なコンテクストを提供することができる。

例えば、既存の Web 上にはその研究者が提供して
いる自身の研究室における研究紹介のページや、書

店サイトが提供している著書や著者紹介のページ、

またニュース記事等でとりあげられたことがあれ

ばその記事やコメント、さらには、レビューや掲示

板といった形での議論など、様々なコンテンツがあ

る。科研費 DBのようなある程度まとまった研究者
情報に、これら Web 上の様々な情報源と結び付け
るリンケージを加えることにより、その研究者が行

う活動がより広範囲に理解でき、さらには、これま

では見えなかった活動の全体像が見えてくる。

一方、その他の情報源として書誌データベースが

あり、これとのリンケージにより、当該研究者の執

筆論文の追跡、調査がさらに容易に行えるようにな

ることが期待できる。この機能は現段階のブラウジ

ングツールでは未実装であるが、国立情報学研究所

がサービスしている NII論文情報ナビゲータ CiNii
データベース [12]のデータとのリンケージにより、
より詳細で高品質な情報へとリンクすることがで

き、科研費 DBにおけるデータと相補的に利用する
ことにより、より精細な情報を提供できる可能性が

広がる。しかしながら、もう一方では、これらの新

たなデータベースとリンケージを行う際には、科研

費 DBにあったような一意の研究者番号が付与され
ていないデータとなるため、同姓同名などの同定の

問題を解決する必要があり、高精度のリンケージエ

ンジンが必要とされる [13]。
4.2 可視化手法

3節で述べたように、本ブラウジングツールには
各研究者の情報を時系列に沿ってプロットして提示

する機能がある。これは、テキストだけでは把握し

にくい時系列的な推移を分かりやすく提示すること

により、その把握を支援することを目的としたもの

である。また、単に把握、理解を助けるだけでなく、

これらの情報を使った更なる分析も可能となるもの

と考えている。

図 5�7 に個別研究者の時系列課題・発表プロッ
トの一例を挙げる。典型的には、課題採択数が膨大

になれば、当然それに伴なう発表の数も増える。ま

た、課題採択の傾向も比較的切れ目なく科研費を取

得している研究者もいれば、科研費取得の頻度の高

くない研究者ではプロットがまばらに分散するなど

の違いが一目で分かる。これらを眺めていくだけで

も、科研費を取り巻く様々な類型的なパターンが見

えてくる。例えば、開始当初より切れ目なく研究課

題を採択され、その中で発表された文献も多数にの

ぼる研究者や、採択件数の伸びが年数に従って増加

傾向を示すなど、その類型的パターンも見てとるこ

とができる。

一方で、これらは単に科研費報告書に記載された

論文数をプロットしたものであり、個々の研究者に

よる研究発表を網羅するものではない点に注意する



必要がある。例えば、科研費採択の無かった年度に

ついては当然発表件数が 0件となり、発表実績数の
累計は伸びを示さない。また、年度報告に間に合わ

ない年度途中などの最新情報は追加されず、発表実

績数の累計は伸びを示さない。さらに、この論文数

は課題報告書記載のもの全てをプロットしたもので

あり、例えば、研究分担者による発表文献を始め、

当該研究者がそもそも著者として名を連ねていない

発表文献も含まれている。このように、個々の研究

者の情報という点からはプロットそのものが正確

性に欠ける面があり、前節で述べた論文書誌データ

ベースなどの情報を用いて補正を行う必要がある。

論文発表年の同定は、科研費 DBにおける報告書
記載データの書式に沿って、末尾の括弧内のデータ

を取り出すことにより行っている。例えば、「相澤

彰子: �情報空間における双対的クラスタリングの試み�人
工知能学会第 48 回人工知能基礎論研究会資料. SIG-FAI-
A104. 85-90 (2002)」のような報告書記載の発表文献
の参照があった場合、末尾の年表記「(2002)」の部
分を抽出している。また、例えば印刷中の段階の論

文などを参照することにより、各年度間にまたがっ

て複数回参照されている論文もあるが、これらにつ

いては、簡単なルールベースの簡易同定処理を行っ

た。このルールは、「et al,etc,in press,to appear,印刷
中, ほか, 他」といった文献参照中で異表記の多い
文字列を予め削除した上で、空白類や大文字・小文

字を正規化し、同一文字列となった書誌事項があっ

た場合、それらは重複書誌であるとみなすような処

理を行った。このため、これらの単純なルールで除

ける重複書誌以外では、重複書誌でありながら表記

揺れの関係などにより多くの文献が多重にカウント

されてしまっている。このため可視化・ブラウジン

グツールにおける正確性は確保されていないので、

文献数等の解釈に際しては注意が必要である。これ

ら同定処理については、表記揺れがあった場合でも

書誌同定できるような、より頑健なリンケージエン

ジンを組み込み、さらに正規化処理を行うことによ

り、正確性を上げることが可能であると思われる。

この点については、今後の課題として残っている。

4.3 個人情報

科研費は公的研究助成金であり、その成果が広く

還元されることは研究者にとっても、一般社会にお

いても重要なこととなると思われる。その一方で、

科研費 DB に登録された情報を他の情報源と統合
し、リンクをつなげることで、必ずしもこれまでは

見えてこなかった情報とをリンクしてしまうことに

よる弊害も考えられる。例えば、研究者の個人情報

保護もその一つである。一般に研究者は個人の名と

その連絡先などを公表し、言論に対して責任を負う

体制で仕事を進めているが、これらの研究者情報と

いえども、個人情報保護の観点から、研究者個人の

同意無しに、それらの情報を統合したデータを自由

に公開することは難しい面もあると思われる。

5 まとめ

本稿では、科研費 DBに基づくブラウジングツー
ルについて紹介し、研究者情報の可視化・ブラウジ

ング手法について考察した。

今後、研究活動の学際的な展開、人材育成、人材

交流といった面からも、研究者情報の効率的な活用

はますます重要な課題となってくると思われる。筆

者は、本稿で述べた提供およびリンケージの手法を

発展させることが、これらの課題に対し有効な手立

てとなると考えている。

一方、異種 DBとの統合や、さらなるWeb上の情
報源との統合に向けては、多くの課題が残されてい

る。一つには、異種情報源の統合に有効なリンケー

ジエンジンの開発が今後の課題としてあり、人名の

同定、書誌の同定といった既存の研究との連携を視

野に入れた上で、合わせて取り組む必要がある。ま

た、Web 上の情報源との統合に向けては、一般の
サーチエンジンを利用するだけでなく、研究者とい

うドメインを特定した上での「エンティティ検索」

技術の開発が必要となる。これらの点について、今

後の課題として開発、検討を続けていきたい。
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Abstract

Today, researcher information is essential for academic communication. The Grants-in-aid for Scienti�c Re-
search (Kakenhi) is one of the largest research fund in Japan. National Institute of Informatics (NII) has built
and served Kakenhi database service based on the outcome reports on Kakenhi fund. In this paper, we report a
browsing tool for researcher information based on this Kakenhi Database. The tool provides and visualizes some
of useful data, so it allows users to browse information for individual researcher connected with Kakenhi reports.
We descrive the tool's development and its features, and discuss linkages with other academic resources and/or
Web-based resources, and future directions.


